
暮秋の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 今年は新型コロナウイルスへの注意を常に払いながらの生活、診療、活動の日々ですので、皆様方におかれま

しても外出や集合が叶わぬ中、例年と違った新しい働き方によりご多忙の毎日をお送りのことと存じます。 

その中にありながらがん診療にご尽力いただいておりますことを感謝申し上げますと共に、熊本県「私のカル

テ」センターでは概ね通常どおり活動させていただき、こうしてお便りを発行いたしまして皆様方へご挨拶でき

ますことを心より嬉しく感じております。 

 さて、熊本県がん診療連携協議会相談支援・情報連携部会ではセミナーとしまして毎年 12 月に県民公開講座

を開催しております。例年通りの実施とはいかない状況ですが、今年も開催することが決定いたしました。部会

委員の先生方と協議を重ね、人数制限を設けての開催およびサテライト会場開設、Web 配信、アーカイブ動画配

信を予定することに致しました。 

 開催形式は初めての試みとなりますが、これからの時代の標準であると考え、変化していく時代に柔軟に前向

きに対応して参る所存です。今後ともご支援賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

第2号 

令和 2 年度熊本県がん診療連携協議会セミナー（県民公開講座） 

令和 2 年 12 月 13 日（日）13：00～開催 

メイン会場：くまもと県民交流館パレア 

サテライト会場：阿蘇郡市医師会 

              熊本労災病院 

              山鹿市民医療センター 

☆詳しくは、ポスター、熊本大学病院ホームページに掲載中☆ 



 

 

熊本県がん診療連携協議会 【相談支援・情報連携部会】 

この部会は、熊本県内 19 施設のがん診療連携拠点病院をは

じめ在宅・緩和ケア医療機関、薬剤師会、歯科医師会、熊

本県、熊本大学病院の医療スタッフ等の委員から構成され

ており、熊本県のがんの診療連携体制、相談支援体制等の

整備を目的とし協議検討をおこなっております。 

熊本県で運用されている「私のカルテ」につい

ても、県下で使用されている状況や各拠点病院

での取り組みについて等を報告し合い情報を共

有しており、今後のさらなる発展について協議 

されています。 

 

 県内のがん診療連携拠点病院 

熊本大学病院        熊本中央病院           熊本地域医療センター 

熊本労災病院        熊本再春医療センター       くまもと森都総合病院 

人吉医療センター      熊本総合病院           大腸肛門病センター高野病院 

熊本赤十字病院       水俣市立総合医療センター     山鹿市民医療センター 

熊本医療センター      天草地域医療センター       熊本南病院 

済生会熊本病院       天草中央総合病院         阿蘇医療センター（2020 年 4 月県より指定） 

荒尾市民病院                    
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熊本県の「私のカルテ」導入件数推移

導入件数 算定件数

熊本県がん診療連携協議会

熊本県がん診療連携協議会幹事会

緩和ケア部会

相談支援・情報連携部会

熊本県「私のカルテ」

がん診療センター がん相談員サポート

センター

がん専門相談員

WG

「私のカルテ」について情報

共有・協議しています。 

部会長は片渕秀隆先生 

「私のカルテ」はここで作られている・・・！？ 

熊本地震 

運用開始 新型コロナウイルス 

豪雨災害 

「私のカルテ」運用開始から2020年9月までの累計

拠点病院 熊本大学
熊本市民

病院

熊本赤十

字

熊本医療

センター

済生会熊

本

人吉医療

センター
荒尾市民 熊本労災 熊本中央

熊本

総合
熊本再春

水俣市立

総合

天草地域

医療
天草中央 高野

地域医療

センター

くまもと

森都

山鹿市民

医療
熊本南

阿蘇医療

センター
計

胃 192 13 187 81 212 218 66 38 13 87 11 21 39 6 3 67 16 11 11 1292

大腸 100 25 228 152 152 356 91 30 17 101 23 16 39 7 337 85 13 28 22 1822

肺 109 9 8 4 30 125 98 19 2 49 2 1 7 2 3 468

乳 382 149 28 11 3 322 22 15 79 4 2 2 12 29 10 448 7 1525

肝 13 8 45 72 52 3 7 7 1 1 4 10 2 225

前立腺 469 33 2 124 503 4 4 34 30 2 10 1215

婦人科 314 3 52 11 13 393

その他 12 21 6 15 1 2 25 27 3 1 113

合　計 1591 229 464 469 993 1088 192 250 158 203 86 42 91 45 340 198 516 54 44 7053

572 122 394 351 588 995 139 221 148 193 50 41 91 41 313 126 297 35 36 0 4753

36% 53% 85% 75% 59% 91% 72% 88% 94% 95% 58% 98% 100% 91% 92% 64% 58% 65% 82% 0% 67%

※熊本市民病院は、熊本地震以降がん診療連携拠点病院の指定を受けていません。

算　定

2020 年度は 9 月までの集計 



 

 

 

当院は、令和２年４月１日に熊本県がん診療連携拠点病院に指定さ

れました。 

県北部の阿蘇医療圏にはこれまでがん診療連携拠点病院が存在せ

ず、圏域のがん患者さんは熊本市内の高度医療機関等での遠距離治療

を余儀なくされていました。こうした状況の改善に寄与するめ、当院

は平成26年８月の開院以降、がん診療が実施可能な機能の整備に段階

的に取り組んできました。 

平成27年1月からの外来化学療法の実施、平成28年10月の安全キャビネット設置による抗がん剤の無菌調

製の開始、平成30年４月のがんサロン開設、平成31年１月にはキャンサーボードを開始し、令和元年５月に

は緩和ケアチームとがん相談支援センターを設置しました。そしてこれと並行して、消化器外科・乳腺外

科・血液内科・腫瘍内科の開設等を進めてまいりました。こうした診療機能・環境の整備は、熊本大学病院

はじめ多くの医療機関からの専門医派遣による支援と関係機関各位の指導助言があって可能になったもので

す。紙面をお借りして感謝申し上げる次第です。 

 一方で院内におきましても、がん化学療法看護認定看護師による医療活動、薬剤師（日本癌治療学会認定

がん医療ネットワークシニアナビゲーター）による抗がん剤の無菌調製推進と後進の指導等々、安全な医療

提供と人材の充実・育成に努めてきたほか、地域の医療関係者を対象としたがん診療に係る研修会、住民向

けの公開講座・出前講座なども開催してまいりました。熊本県の指定要件に沿ったこのような取組みの積み

重ねと関係機関のご支援によって、今回のがん診療連携拠点病院の指定に至ったものと思います。 

 また今後のこととして、当院は平成31年２月に歯科口腔外科（常勤の専門医を配置）を開設しております

が、今日では様々な疾患の発症機序において口腔管理との連関性が重要視されていることを踏まえて、各領

域のがん診療における医科歯科連携を進めることとしています。 

 令和２年４月には、熊本県から阿蘇中部地域在宅医療サポートセンターの指定も受けましたので、高齢の

がん患者さんの在宅医療のケースに関して、同センターの機能を活用したチーム医療によるモデル化を目指

すことも予定しております。 

 熊本県の指定要件と対照しますと、がん診療連携拠点病院の実績としては不足する部分も多くあります

が、熊本県がん診療連携協議会並びに先発のがん診療連携拠点病院との連携を深め、更に指導・支援をいた

だきながら阿蘇圏域の『がん診療の均てん化』に努めてまいります。 

 今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

                  阿蘇市病院事業管理者 

                  阿蘇医療センター 院長  甲 斐   豊 

がん診療連携拠点病院ごあいさつ 



「私のカルテ」って？ 

熊本県では、いつでもどこでも質の高いがん治療を安心して受けていただくために、県下共通の熊本県がん診

療連携クリティカルパス「私のカルテ」（以下「私のカルテ」）を策定し、平成 22 年 3 月より運用を行っていま

す。満 10 年となり、今年 9 月の段階でおよそ 7000 冊が熊本県の方に使われています。 

「私のカルテ」は、患者さんご自身に持ち歩いていただくもので、地域のかかりつけ医とがん診療連携拠点病

院（以下、拠点病院）の専門医が、患者さんの診療経過を共有できるよう作成された共同診療計画表「地域連携

パス」や、患者さんご自身が記入する「私のプロフィール」等のページがある他、お薬手帳を入れるポケットが

あるのでお薬手帳を入れてそのまま病院および保険薬局で利用することができます。 

患者さんが医療機関を受診する際に、この「私のカルテ」を持参し提示することで、専門医、かかりつけ医、

保険薬局の薬剤市、その他の医療機関スタッフが、患者さんの治療経過などの情報を共有することができ、より

適切な診療が可能になります。 

「私のカルテ」の利用を開始する際は、がんの治療を行った専門医が、患者さん

やご家族に今後の治療計画について、また「私のカルテ」の内容を十分に説明し同

意を得た上で発行し、患者さんにお渡しします。 

連携医療機関（拠点病院以外の医療機関）は、拠点病院が作成した共同診療計画

表の予定に従って診察を行います。拠点病院から「算定可能」と連絡があった患者

さんにつきましては、「地域連携がん診療経過報告書」にて拠点病院への報告を行

うことで【がん治療連携指導料 300 点】を算定することができます。 

 

この「地域連携がん診療経過報告書」の様式は、当センターのホームページよりダウンロードの上、プリント

アウトしてお使いいただくことが可能です。または、当センターまでご連絡いただきますとお送りさせていただ

きます。「私のカルテ」をご利用の患者様の診察をされました際は、この報告書を担当の拠点病院（計画策定病

院）へご郵送ください。 

現在熊本県下で「私のカルテ」を使った連携ができる医療機関は 730 施設ほどあります。これらの施設は九州

厚生局が公開しています保険医療機関の【届出受理医療機関名簿】にて確認することができます。 

これまで「私のカルテ」を使ったことがない医療機関が、今後の連携や算定をご検討される場合は、事務手続

きや制度の説明がありますので、各拠点病院「私のカルテ」担当者からの説明をご確認ください。 

熊本県「私のカルテ」がん診療センター 

♪中川 ♪小濱 ♪永原 ♪中村          ♪ YouTube チャンネル開設しました ♪ 

〒860-8556 

熊本市中央区本荘 1 丁目 1-1 熊本大学病院内 

TEL：096-373-5763 / 373-5764 

FAX：096-373-5768 

 

 

 

 

 

 

e-mail：mykarte-center@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

http://www2.kuh.kumamoto-u.ac.jp/Cancon-sultation/mykarte/index.html 


